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１．背景と目的

スリランカの乾燥地域は、年間降水量が 1,750 ㎜以下で 5 月から 9 月に乾期がある地域

1)で、数多くの小規模ため池が築かれ稲作の灌漑に利用されている。小規模ため池の多く

は、上流から下流に連なった連珠ため池システムを形成している。スリランカにおける気

候変動による影響として、「主要耕作期の降水量が減少する」「気温上昇に伴い灌漑必要水

量が増加する」ことが予測されており、乾燥地域の小規模ため池に依存した営農は、大き

な影響を受ける可能性が高いと考えられる。しかし、連珠ため池システムの水利条件を踏

まえて、気候変動の影響を評価したものはない。このため、連珠ため池の水収支モデルを

用い、気候変動の影響により、連珠システム内のため池における水利がどのように変化す

るのか、事例的に明らかにする。

２．調査対象

スリランカの乾燥地域に位置するアヌラーダプラ県には、2000 カ所以上の灌漑用の小

規模ため池があり、そのうち 8 割が上流から下流へと連なる連珠システムを形成している。

本調査は、Jayatilaka ら（2001, 2003）による連珠ため池の水収支モデル CASCADE モ

デル 2) 3)が存在する、アヌラーダプラ県ティラッパネ郡ティラッパネ連珠ため池システム

（図 1）を対象とした。

３．水収支モデルと利用したデータ

水収支式：⊿貯水量＝ (流入量＋直接降雨量＋上流からの反復水量＋上流からの余水流入

量 )－ (蒸発量＋灌漑取水量＋余水放流量＋漏水・降下浸透量 )とした。水収支モデル：

CASCADE モデルは Fortran で構築されているが、古いため池諸元と観測値に基づくもの

である。このため、Excel VBA を用いて、近年のため池諸元に基づき CASCADE VBA モ

デルとして再構築するとともに、2013 年 4 月から 2014 年 3 月までの 1 年間のため池水位、

図 1 ティラッパネ連珠ため池システム模式図  
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取水量、雨量、蒸発皿蒸発量の観測を行い、各種係数を設定した。気候変動前の標準年：

気候変動前の基準期間は、気象データが得られる 1952 年 10 月から 1974 年 9 月と 1982
年 10 月から 1990 年 9 月の計 30 年とした。この基準期間における耕作期別降水量の平均

値を算出し、それに最も近い値を示す耕作期の日別降水量・蒸発量を組み合わせ、気候変

動前の標準年降水量・標準蒸発量とした。気候変動予測：標準降水量・標準蒸発量と、De 
Silva (2006, 2007)が示した予測変動率 4) 5)を用い（表 1）、気候変動時の日別降水量・蒸発

量のパターンを作成した。必要灌漑水量：標準栽培暦及び、耕作期別に設定された稲生育

期別の蒸発計係数、有効雨量係数、灌漑効率、耕起用水量 6) 7)を用いて算出した。

表 1 気候変動による予測変動率 
ケース 1 ケース 2 

12 月から 2 月（雨期作期）の降水量  -17％  -34％  
5 月から 9 月（乾期作期）の降水量  － +38％  
蒸発散量 +2% +2% 

４．結果と考察

CASCAD VBA モデルを用いて、標準年、ケース 1、ケース 2 における、ティラッパネ

連珠ため池システムの各ため池の灌漑面積の受益面積に占める割合を計算した（表 2）。 
表 2 ため池ごとの灌漑面積の受益面積に占める割合（％） 

1 2 3 4 5 
標準年 45 75 80 100 100 

ケース１ 30 50 65 100 100 
ケース２ 20 30 50 80 100 

計算結果より、ティラッパネ連珠ため池システムでは気候変動による影響がため池ごと

に異なっており、上流に位置するため池ほど影響が大きいといえる。
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